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Abstract　 The BuYeo National Museum was requested 
conservation treatment for wooden objects excavated 
from three Baekje archeological sites: NeungSan-ri, 
SsangBuk-ri, and GungNamJi Pond. Prior to conservation 
treatment, analysis was conducted to identify the species 
used. The results of the analysis revealed wood from 
diverse species of trees including Hard pine, Cryptomeria 
japonica D. Don, Zelkova serrata Makino, Quercus 
spp., Platycarya strobilaceae S. et Z., Castanea spp., 
Torreya nucifera S. et Z., Taxus cuspidata S. et Z., and 
Salix spp. A high percentage of the objects were made of 
Cryptomeria japonica D. Don., a species native to Japan, 
which indicates that exchange with Japan was active 
at that time. Among the wooden objects, we analyzed 
lacquer fragments from six pieces of lacquerware, 
and the characteristics of the lacquer fragments were 
peculiar to specific artifacts. Most of the fragments were 
thicker than 100. Pure lacquer and mixed black pigment 
were used. Infrared spectroscopy of the lacquered 
wooden fragments revealed that they had a very similar 
absorption band as refined lacquer, confirming that they 
were painted with lacquer. For their conservation, we 
immersed the objects in a high molecular weight aqueous 




























































3mm の漆 (3 種類 ) および彩色 (4 種類 ) を透明エ
ポキシ樹脂に封入固定した後、片側面を平滑に研磨
した。これを顕微鏡用スライドグラスに付着させた
状態から約 10 ～ 20㎛の厚さの薄片に研磨加工し、
顕微鏡用資料にした。製作された薄片資料を一時的























漆を使用したためであると判断された ( 図 1)。こ
のような織物心や下地漆がない素地材表面に漆を塗





洙喆 2007] と扶余陵山里寺址 (6 世紀 ) から出
図 1　王の頭枕の漆膜断面 ( 透過光 )
図3　光州新昌洞 波形文漆器の漆膜断面 (透過光)
図 2　王の足座の漆膜断面 ( 透過光 )
















期のものでは昌原茶戸里の三韓時代古墳 ( 前 1~ 後




百済遺跡 (6 世紀 ) から出土した漆器遺物でも確認







図 5　棒状漆器の漆膜断面 (透過光 ) 図 6　棒状漆器の漆膜断面 (透過光 )








粒子サイズ 144㎛ ) と土粉を混ぜた漆で下地漆 ( 骨






残っていた ( 図 9~17)。このような織物心上に骨粉
と土粉を混ぜた漆で下地漆を施す技法は楽浪漆器を
含む中国漢代漆器にその起源を見出すことができ、
原州法泉里百済古墳 (4 世紀 ) の朱漆容器と慶州芳
内里古墳 (6 世紀 ) で発見された朱漆箱など三国時
代漆器でも一部確認されている。特に慶州雁鴨池
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図 9　朱漆容器の漆膜断面 (透過光 )
漆下部の織物層は繊維織目の痕跡のみあり
図 10　朱漆容器の漆膜断面 (半偏光 )
黒色または褐色で暗くみえる不定形の粒子が骨粉
図 11　朱漆容器の漆膜断面 (透過光 )
器の角部分
図 12　朱漆容器 漆膜断面 (半偏光 )
明るく見える部分は石英、雲母、長石など粘土鉱物
図 13　朱漆容器 漆塗膜断面 SEM 写真
最上層の明るい部分が朱漆層
図 14　朱漆容器 漆塗膜断面 (透過光 )
最上部の表面層が赤色顔料混合層














明な黄褐色層が位置しており ( 図 22, 23, 25)、その
上を赤い彩色層が覆っていることを確認することが
図17  粘土鉱物のSEM-EDSスペクトラム (Si, Al, K)
図 21　慶州雁鴨池 朱漆漆器の漆膜断面 (透過光 )





図 22　王妃足座の彩色層断面 (透過光 )
木材面と彩色層の間に黄褐色層がある
図 23　王妃足座の彩色層断面 (透過光 )
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図 24　王妃足座の彩色層断面 (偏光 )
赤い彩色層と墨線の間に不定形粒子が層をなす
図 25　王妃足座の彩色層断面 (透過光 )
赤い彩色層の下に黄褐色の層がある
図 26  赤色彩色層の SEM-EDS スペクトル (Hg,S)







に混ざり合ったものが観察された ( 図 24 － SEM-
EDS 分析の結果、無機物が存在しない )。このよう
な調査結果は、彩色顔料の離脱や不必要なにじみを
防止するための一種の膠水 ( 阿膠泡水 ) のような表









































































의 下地中에 混和된 骨粉에 대해서」『한 ･ 일보존과학 
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이용희・윤은영・김경수 2011「무령왕릉 발굴 목・
칠기유물의 옻칠 및 채색기법」『무령왕릉을 格物
하다 : 무령왕릉 발굴 40 주년 기념 특별전』국립
공주박물관 . [「本稿同題」『武寧王陵を格物する：
武寧王陵発掘 40 周年記念特別展』国立公州博物館 ]
上：王の頭枕と足座 (複製品 )
下：王妃の頭枕と足座
(『百済斯麻王：武寧王陵発掘、その後 30 年の足跡』p.98,100)
